
○ はじめに

本学園は、平成 27 年４月に幼稚園併設型の公立小中一貫校として開校した。幼稚園年中組から中学

３年生までの 11 年間を見通した効果ある教育の実現に向けて取り組んでいる。

本校ならではの特色となるのは、美郷町全体で取り組んでいる４つのブロック制（幼稚園＝年中組か

ら年長組。前期ブロック＝小学１年生から小学４年生。中期ブロック＝小学５年生から中学１年生。後

期ブロック＝中学２年生から中学３年生）を基盤にした教育活動を据えていることである。それぞれの

発達段階に即した教育実践が可能となることは大きなメリットである。

本年度、ＮＩＥ独自認定校となったことで、まずは、新聞というメディアを身近なものにし、『いつ

でも・どこでも・だれにでも』親しませることに重きを置いた実践に努めることにした。

１ 学園全体で NIE に取り組みやすくするための手立て

⑴ 職員へのＮＩＥ研修

① 職員向けのオリエンテーション

６月 12 日（水）の職員研修では、田﨑香織指導教諭（高千穂

町立上野小中学校）を講師に招いて NIE 研修会を行った。新聞

活用の先行事例を数多く紹介していただき大変意義ある時間に

なった。『学力向上にとらわれることなく、とにかく先生方が気

軽に楽しみながら NIE に取り組んでください！』という言葉が

大変印象的であった。

② 『NIE（新聞閲覧）コーナー』の設置

本校で一番広い屋内空間である「ひかりの庭」において自由

に新聞を読むことのできる空間を確保した。

本校では、９月から 10 月の２カ月間で全国紙４紙と地元紙

２紙、子ども新聞２紙の計８紙が届くことになった。

『いつでも・どこでも・だれにでも』新聞を手に取ることが

できる場所として設定したこともあり、多くの学園生が訪れる

姿が見られた。
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【NIEコーナーで新聞を読む児童】

【NIE コーナーの様子。全国紙４紙、地元紙２紙、子ども新聞２紙を閲覧できる】

【NIE の魅力を伝える田﨑指導教諭】

 １・２次取り組みの要項 

 ３・４次取り組みの要項 

 NIE 通信 
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【新聞掲載コーナー】 【見やすいテロップも添えて】 【幼児にも分かりやすく】

⑶ 中期ブロックの実践

① 『新聞コラム』への感想投稿

毎月、宮崎日日新聞社の紙面関連委員会から届く『教育連載における生徒の感想提供のお願い』

の取り組みを行った。対象学年が中学部単体の取り組みであったため、国語科教諭に理解をいただ

いて実践できた。

② 『新聞スクラップ』の実施

各学年、各発達段階に応じて「新聞スクラップ」の実践を行

った。中学部では、ノートを作成して実践していただき、小学

部では、ワークシートに新聞を貼り付けたスクラップを行った。

実践当初は、興味関心のある記事を選ぶ作業に時間がかかって

いたが、回数を重ねるにしたがって、一面以外の紙面を読みな

がら記事を厳選する姿も見られるようになった。

② 学年を越えての新聞記事作り

③ 『ブロック新聞』の作成・発行

中期ブロックならではの実践として、新聞記事を書く作業を行

った。「ブロック集会」という朝の時間をオリエンテーションに

充て、十分に説明をすることができた。時間の確保が課題となっ

たため、予め各学年を３つのグループに分け、各学年の学級担任

裁量で取材をし、記事を作った。ブロック長である７年生の記事

を手本としながら、質が高く、読み応えのある記事を目指した。

新聞記者より指導いただいた４観点は以下のとおりである。記

事の書き方を学ぶことに焦点化した実践となった。

【①新聞紙面の構造】 【②記事の具体的手法】 【③記事に必要な事柄】 【④記事の構造】

【５年生の実践】

【７年生の実践】 【６年生の実践】【スクラップシートに記入する児童】

【ブロック集会の様子】

③ 学力向上研修における NIE 活用の推進  
    校内職員研修で「学力向上研修」が行われた。研究主任より 

本県児童生徒の学力の傾向と課題について説明があった。 
とりわけ本年度実施の全国学力テスト問題の説明があり、 

情報活用能力が問われる問題が出題されていたことの説明が 
あった。実際に問題を解く機会もあり、限られた時間で問題を 
解く力の必要性を感じた。 

NIE によって培われる力の１つに多くの情報から必要な情 
報を選ぶこともある。新聞活用を今後も継続して取り組む意  
義を確認できる研修となった。 

２ 学園生（幼児児童生徒）に親しませるための手立て 
⑴ 幼稚園の実践 
①  新聞コラージュの実践 

    新聞を身近なものに感じる工夫として、興味のある写真や文字を貼り付けていく活動を行った。

特に、幼稚園の幼児は、多くの新聞を自由に広げて関心のある記事をペタペタと貼る姿が見られ

た。具体的な様子としては、プロ野球選手や大相撲の力士を貼ったり、気に入った文字やデザイン

を貼ったりとそれぞれの興味関心に沿った自由で個性あふれる作品に仕上げることができた。 
 
 
 
 
 
 

【記事を切り取る幼児】    【新聞コラージュ作品】    【こども新聞作品】 
②  自由な創作活動 
  ２カ月間集中して届く新聞は、多くが古紙となる。そこで、幼稚園教諭の先生方が有効に活用す

る工夫として、新聞を切ったり、折ったり、曲げたり、つないだり、破ったりと想像力を膨らませ

る活動での実践を行った。新聞の用途が広がり、大変意義ある活用法であった。 
 
 
 
 
 
 

 
⑵ 前期ブロックの実践 

  ① 新聞投稿による掲載 
前期ブロックでは、各学年で習字、絵画、作文、詩などの投稿を行った。日頃の学習活動で作り

上げた作品が新聞に掲載されることで、児童自身の自己有用感を高めることができた。また、掲載

紙面を学校玄関へ掲示し、全体へ示すことでより多くの反響を得ることができた。今回の掲載につ

いては、教頭をはじめ、学習部の掲示物担当職員など多くの協力で実現することができた。 

【学力向上研修の様子】 

【新聞を使った学習（発想を膨らませて自由に創作活動に取り組む幼児）】 
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⑶ 中期ブロックの実践

① 『新聞コラム』への感想投稿

毎月、宮崎日日新聞社の紙面関連委員会から届く『教育連載における生徒の感想提供のお願い』

の取り組みを行った。対象学年が中学部単体の取り組みであったため、国語科教諭に理解をいただ

いて実践できた。

② 『新聞スクラップ』の実施

各学年、各発達段階に応じて「新聞スクラップ」の実践を行

った。中学部では、ノートを作成して実践していただき、小学

部では、ワークシートに新聞を貼り付けたスクラップを行った。

実践当初は、興味関心のある記事を選ぶ作業に時間がかかって

いたが、回数を重ねるにしたがって、一面以外の紙面を読みな

がら記事を厳選する姿も見られるようになった。

② 学年を越えての新聞記事作り

③ 『ブロック新聞』の作成・発行

中期ブロックならではの実践として、新聞記事を書く作業を行

った。「ブロック集会」という朝の時間をオリエンテーションに

充て、十分に説明をすることができた。時間の確保が課題となっ

たため、予め各学年を３つのグループに分け、各学年の学級担任

裁量で取材をし、記事を作った。ブロック長である７年生の記事

を手本としながら、質が高く、読み応えのある記事を目指した。

新聞記者より指導いただいた４観点は以下のとおりである。記

事の書き方を学ぶことに焦点化した実践となった。

【①新聞紙面の構造】 【②記事の具体的手法】 【③記事に必要な事柄】 【④記事の構造】

【５年生の実践】

【７年生の実践】 【６年生の実践】【スクラップシートに記入する児童】

【ブロック集会の様子】

③ 学力向上研修における NIE 活用の推進  
    校内職員研修で「学力向上研修」が行われた。研究主任より 

本県児童生徒の学力の傾向と課題について説明があった。 
とりわけ本年度実施の全国学力テスト問題の説明があり、 

情報活用能力が問われる問題が出題されていたことの説明が 
あった。実際に問題を解く機会もあり、限られた時間で問題を 
解く力の必要性を感じた。 

NIE によって培われる力の１つに多くの情報から必要な情 
報を選ぶこともある。新聞活用を今後も継続して取り組む意  
義を確認できる研修となった。 

２ 学園生（幼児児童生徒）に親しませるための手立て 
⑴ 幼稚園の実践 
①  新聞コラージュの実践 

    新聞を身近なものに感じる工夫として、興味のある写真や文字を貼り付けていく活動を行った。

特に、幼稚園の幼児は、多くの新聞を自由に広げて関心のある記事をペタペタと貼る姿が見られ

た。具体的な様子としては、プロ野球選手や大相撲の力士を貼ったり、気に入った文字やデザイン

を貼ったりとそれぞれの興味関心に沿った自由で個性あふれる作品に仕上げることができた。 
 
 
 
 
 
 

【記事を切り取る幼児】    【新聞コラージュ作品】    【こども新聞作品】 
②  自由な創作活動 
  ２カ月間集中して届く新聞は、多くが古紙となる。そこで、幼稚園教諭の先生方が有効に活用す

る工夫として、新聞を切ったり、折ったり、曲げたり、つないだり、破ったりと想像力を膨らませ

る活動での実践を行った。新聞の用途が広がり、大変意義ある活用法であった。 
 
 
 
 
 
 

 
⑵ 前期ブロックの実践 

  ① 新聞投稿による掲載 
前期ブロックでは、各学年で習字、絵画、作文、詩などの投稿を行った。日頃の学習活動で作り

上げた作品が新聞に掲載されることで、児童自身の自己有用感を高めることができた。また、掲載

紙面を学校玄関へ掲示し、全体へ示すことでより多くの反響を得ることができた。今回の掲載につ

いては、教頭をはじめ、学習部の掲示物担当職員など多くの協力で実現することができた。 

【学力向上研修の様子】 

【新聞を使った学習（発想を膨らませて自由に創作活動に取り組む幼児）】 
 
 

− 31 −



生徒の要約力、発表力アップに向けた新聞活用の取り組み 

鵬翔中学校 
教諭 福永 悠花 

 
１．本校の現状 
 本校の生徒は、大学受験を視野に入れて入学してくる者が大半である。そのため、立命

館大学の教授による講義や EU 講演など、大学受験を視野に入れた多面的なプレカレッジ

講座などの教育活動を行っている。その中で本校は NIE 活動を始めて 5 年目となり、2019
年度は独自認定校として NIE 活動を実践してきた。 
 
２．新聞受け取り学年とクラスについて(令和元年 6・7 月、2 カ月間) 
 

№ 新聞／期間 学年 クラス 
１ 宮崎日日新聞 J1 A 
２ 宮崎日日新聞 J1 B 
３ 朝日新聞 J2 A 
４ 毎日新聞 J2 B 
５ 日経新聞 J3 A 
６ 読売新聞 J3 B 

 
３．新聞受けについて(集配→学校) 
中学南口玄関に「ＮＩＥポスター（学習委員会担当）」を掲示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．新聞受け取りについて（中学校→校舎へ） 
職員が、２F 廊下に設置する机上に、生徒が登校する前に置く。生徒登校後、

クラスの担当生徒が新聞を取りに来る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ④ 「４コマ漫画」の順番並び替えゲーム 
    新聞に親しむきっかけとなっているのは、４コマの漫画と聞く。宮崎日日新聞には、『ゴンちゃ

ん』（作：かまたよしろう）という漫画である。ただ漫画を読むだけでなく、４コマを敢えてバラ

バラにしてストーリー通りに並べ替えるゲームを取り入れた。４コマ漫画の説明を動画で紹介す

る時間も作り、漫画とは言え、起承転結があるため、文脈をとらえるという点で大変意義ある活動

となった。最初は集団で試行錯誤していた児童も、次第に一人で考えて並び替え、答え合わせをし

ながら納得する姿も見られた。 
 

 
 
 
 
 
 

⑷ 後期ブロックの実践 
①  高校入試等へ向けた学力向上対策 

    希望する高等学校への進路実現を図るため、日々届く厳選された記事を読むことは大変意義深

い。加えて、小論文対策としても記事を読み、感想を字数制限内で書く取り組みを行った。継続す

ることで次第に効果が出てきた。 
３ 次年度へ向けた成果と課題 
 【成果】 
 〇 新聞からいろいろな情報を探し出すことができるようになってきた。 

 〇 社会の出来事に対するものの見方、考え方が広がった。 

 〇 文章の要旨を捉えられるようになってきた。 

 〇 調べ学習の際、インターネットだけでなく、『ＮＩＥコーナー』で新聞を引っ張り出し、記事を選

んで調べる児童が増えてきた。 

 【課題】 
 〇 主体的・対話的で深い学びに向けて、新聞を活用する機会を計画的に設ける必要がある。 
 〇 新聞に幅広く接することができることはよかったが、配付部数が少ないため、スクラップ等の実践

では、重複した場合や異学年で同一実践を行った際にコピー等の作業が必要であった。日数を空けて

スクラップをお願いする等の工夫もお願いしたが、即時性の記事の場合は、児童生徒の意欲が高くあ

るうちに実践してほしいと感じた。 
 〇 ２カ月間に集中して多くの新聞を取り寄せたため、保管の在り方が課題となった。 

【４コマを並び替える児童】 【７年生が作成した記事】 
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